
MARU ANIMAL HOSPITAL   |   海外⽀部 事業計画書 添付資料   |   テディ 腎臓疾患の記録

マル動物病院 添付資料  ·  1

107 → 28.4
BUN mg/dL · 8.3 → 

10.11

2.4 → 1.0
Creatinine mg/dL · 

同期間

4か所
検査機関

13枚
検査・診療記録の原本

ATTACHMENT  ·  添付資料

テディ（Teddy）腎臓疾患の検査・診療記録
ヨークシャー・テリア Teddyの2023年7~10⽉の検査・診療記録13枚 ̶ ⽶国 → マル動物病院 → 

⼤学動物病院

01   検査値の推移

BUN（⾎中尿素窒素）

Creatinine（クレアチニン）

○印は⾎液検査⽇誌にのみ記録された値（10.04 ヘマル動物病院、検査票なし）です。基準範囲は機関ごとに異なります。
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患者
Teddy · ⽝（ヨークシャー・テリア） · 去勢オス · 

2010年9⽉1⽇⽣まれ（2023年当時13歳）

期間 2023年7⽉18⽇ ~ 10⽉11⽇（検査・診療記録13枚）

機関

⽶国 ANTECH（Veterinary Care of Bedford） · 

マル動物病院（NEODINに検査を依頼） · 建国⼤学付属動物病院 · 

ソウル⼤学動物病院

診断（建国⼤学の所⾒書） 重度の全⾝性⾼⾎圧、慢性腎臓病（CKD）IRISステージ2/4、胆⽯

⽶国のかかりつけ動物病院の
診断（飼い主の説明）

慢性腎不全、肝硬変［腹⽔］ · 診断書なし

⽇付 機関 BUN Creatinine 備考

2023.07.18 ⽶国 ANTECH 62 1.9 韓国⼊国前

2023.08.03 ⽶国 ANTECH 107 2.4
8.29 仁川空港到着、8.30 

マル動物病院到着（⽇誌）

2023.08.30
NEODIN動物検査機関（マル動物病

院が依頼、治療開始⽇）
77.2 2.0 体重6kg、BCS 4/9

2023.09.01 建国⼤学動物病院 65 2.3 ⾼⾎圧・CKD 2/4・胆⽯と診断

2023.09.07 建国⼤学動物病院 35 1.7

2023.10.04 ヘマル動物病院 51.7 1.80 ⽇誌にのみ記録（検査票なし）

2023.10.05 ソウル⼤学動物病院 51.7 1.99 体重5.30kg、BCS 4/9

2023.10.11 NEODIN（マル動物病院が依頼） 28.4 1.0 体重5.2kg、BCS 1/9

2023.12.30 飼い主の説明（検査票なし） ‒ ‒
この頃60~70%改善、⾃宅での治療を継

続

資料の⾒⽅

・単位はmg/dLです。基準範囲は機関ごとに異なります（例：NEODINの基準 BUN 8~26、Creatinine 0.5~1.3）。

・⾎液検査⽇誌の最後の⽇付（10/16）は結果メールを受け取った⽇で、採⾎⽇は10⽉11⽇です。

・⽇誌の⼀番下には「管理⼈の事情により治療中⽌とする」と書かれています。

・同じ期間に、⼤学動物病院による内服薬・⽪下補液の処⽅も並⾏して⾏われました。

・検査票の写真は原本をそのまま掲載しました。

02   患者・診療の概要

03   ⽇付別の検査値
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① ⾎液検査⽇誌（2023.07.18 ~ 10.16）
⽇付別のBUN・Creatinine・ALT・AST・ALPの値と検査機関を1

枚にまとめた印刷物

② 2023.07.18 · ⽶国 ANTECH
⼊国前の検査。BUN 62、Creatinine 1.9（いずれもHIGH）

③ 2023.08.03 · ⽶国 ANTECH
BUN 107、Creatinine 2.4（いずれもHIGH）。8.29 

仁川空港到着、8.30 マル動物病院到着（⽇誌）

④ 2023.08.30 · NEODIN（マル動物病院が依頼）
到着当⽇に依頼。BUN 77.2、Creatinine 2.0、ALT 156、ALP 

1045 (H)。体重6kg、BCS 4/9

04   検査・診療記録の原本13枚
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⑤ 2023.09.01 · 建国⼤学 診療所⾒書 1/2
救急集中治療科。収縮期⾎圧180mmHg超、SDMA 

28・Creatinine 2.3・BUN 65・リン 

8.2の上昇、タンパク尿（UPC 

5.4超）。診断：重度の全⾝性⾼⾎圧、慢性腎臓病 

IRISステージ2/4、胆⽯

⑥ 建国⼤学 診療所⾒書 2/2 · 処⽅内容
腹部超⾳波：肝臓の腫瘤（30×30mm）、膵臓の結節（7×10m

m）、⼩さな脾臓結節が複数。処⽅：制吐剤・消化管保護剤・リ

ン吸着剤・腎臓補助剤・ACE阻害薬・クッシング治療薬・抗⽣剤

・⽪下補液

⑦ 2023.09.07 · 建国⼤学 診療内容
同院の再診時の⾎球検査（CBC）結果

⑧ 2023.09.07 · 建国⼤学 ⾎液検査
BUN 35（⾼値）、Creatinine 1.7（正常範囲）、SDMA 

22（⾼値）
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⑨ 2023.10.05 · ソウル⼤学 Laboratory Result
救急科の初診。BUN 51.7、Creatinine 1.99、ALT 110、ALP 

598（⾼値）

⑩ 2023.10.05 · ソウル⼤学 診療記録（SOAP）
主訴：肝数値の上昇。帰国後に嘔吐・⾷欲不振・元気の低下があ

ったが80~90%回復、排便・排尿は良好、散歩可能。内服薬・⽪

下補液の管理でBUN 

50程度まで低下、肝数値は⾼値。体重5.30kg、BCS 4/9

⑪ 2023.10.05 · ソウル⼤学 画像所⾒
X線：肝腫⼤、肝臓後⽅の円形の軟部組織構造物（42×40mm）

。腹部超⾳波：肝臓左葉の腫瘤（細胞診・組織検査を推奨）、両

側の腎⽪質のエコー輝度上昇

⑫ 2023.10.11 採⾎ · NEODIN 1/2
報告 10.12、結果メール 10.16。BUN 28.4（基準 

8~26）、Creatinine 1.0（正常）、総タンパク 5.2・アルブミン 

2.8(L)。体重5.2kg、BCS 1/9
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⑬ 2023.10.11 採⾎ · NEODIN 2/2
AST 23（正常）、ALT 99、ALP 554 (H)

項⽬ 単位 2023.08.30 治療開始 2023.10.11 最終検査 変化

BUN mg/dL 77.2 28.4 −48.8 (−63%)

Creatinine mg/dL 2.0 1.0 −1.0 (−50%)

AST (GOT) U/L 39 23 −16 (−41%)

ALT (GPT) U/L 156 99 −57 (−37%)

ALP U/L 1045 554 −491 (−47%)

2回とも、マル動物病院が依頼したNEODIN検査です。数値は検査票（④・⑫・⑬）に印字されたとおりです。項⽬は検査

票に⾚線で⽰されたものです。

05   治療開始時と最終検査の⽐較 ̶ NEODIN 2023.08.30 → 10.11
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26年
動物診断検査の実績（199

7~2023）

政府指定
動物⽤医療機器の臨床試

験実施機関（2020）

65億ウォン
柳韓洋⾏からの投資（202

1）

70種以上
ペット感染症のリアルタ

イムPCR検査

年 内容

1997 動物専⾨の診断検査機関として開設

2020 韓国農林畜産検疫本部より動物⽤医療機器の臨床試験実施機関に指定

2021 柳韓洋⾏から投資を誘致（約65億ウォン）

2021 ペット感染症のリアルタイムPCR検査を70種以上導⼊、⽶国VDI Labとの提携検査を導⼊

2022 i-SENS（アイセンス）と動物診断の業務協約を締結

̶ 学術部が獣医専⾨誌（DailyVet）にペットの病原体検出状況などの学術資料を寄稿

出典：デイリー開院（2021.2.10）、イーデイリー（2022.12.11）、韓国経済新聞（2022.4.14）、デイリーベット。年と

内容は各報道に基づきます。

06   検査機関 NEODIN BioVet ̶ 検査当時（2023年）基準

NEODIN BioVet（ネオディン・バイオベット）は1997年に開設された動物専⾨の診断検査機関です。テディの⾎

液検査（2023年8⽉・10⽉）を担当し、それまでに積み重ねた実績と認定は以下のとおりです。


